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３、学 生 発 案 の取 り組 み  




































































すでに 7 月 22 日に第 3 回目の交流会を開催し
た。今回は切り絵等の作業を一緒に行いながら、
交流することを試み、盛況であった。また近隣
住民が自ら切り絵の原案を持って参加するなど、
住民側にも主体的な動きが見られた。 
次回は、城東地区の民生・児童委員や愛育委
員、津山市社会福祉協議会や地域包括支援セン
ター職員にも声をかけ、住民の小さなニーズが
専門職へ届くプラットフォームになることをめ
ざしている。 
「地（知）の拠点」としての位置づけは大学や
教員側が認識しているだけでなく、学生自らが
内発的に感じる必要があり、そのことから主体
的・自発的に取り組みを行うことができると考
える。学生の「支縁入居者としての自覚」
と「自発的な取組み」が、その可能性を
広げている。  
